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（訂正）「2025年３月期決算短信〔日本基準〕(連結)」の一部訂正について 

 

2025 年５月 14日に公表いたしました「2025 年３月期決算短信〔日本基準〕(連結)」におい

て、一部記載事項に誤りがありましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．訂正の理由 

「2025年３月期決算短信〔日本基準〕(連結)」の提出後に、「１．経営成績等の概況

（４）今後の見通し」に記載の単位について誤りが判明いたしましたので、これを訂正い

たします。 

 

２．訂正の内容 

訂正箇所には下線を付しております。 

 

【訂正前】 

 

（４）今後の見通し 

IT サービス分野において、IoT技術は、日本の少子高齢化や人口減少に伴う社会課題の解

決に貢献することが期待されており、当社が果たすべき役割はますます高まるものと認識し

ております。今後も、海外を含め、リカーリング収益を中心とした成長を見込んでおりま

す。 

この結果、2026年３月期の連結業績は、売上高 10,800～11,800千円（前期比 20.1～

31.2％増）、リカーリング収益 8,690～9,410千円（前期比 32.4～43.4％）、EBITDA 1,060～

1,210 千円（前期比 27.1～45.1％増）、営業利益 600～750 千円（前期比 8.6％減～14.2％

増）、経常利益 560～720千円（前期比 9.6％減～16.2％増）、親会社株主に帰属する当期純

利益 420～570千円（前期比 19.1～61.6％増）を見込んでおります。 



【訂正後】 

 

（４）今後の見通し 

IT サービス分野において、IoT技術は、日本の少子高齢化や人口減少に伴う社会課題の解

決に貢献することが期待されており、当社が果たすべき役割はますます高まるものと認識し

ております。今後も、海外を含め、リカーリング収益を中心とした成長を見込んでおりま

す。 

この結果、2026年３月期の連結業績は、売上高 10,800～11,800百万円（前期比 20.1～

31.2％増）、リカーリング収益 8,690～9,410百万円（前期比 32.4～43.4％）、EBITDA 1,060

～1,210百万円（前期比 27.1～45.1％増）、営業利益 600～750百万円（前期比 8.6％減～

14.2％増）、経常利益 560～720百万円（前期比 9.6％減～16.2％増）、親会社株主に帰属す

る当期純利益 420～570百万円（前期比 19.1～61.6％増）を見込んでおります。 

 

以 上 


